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私はこうして
電気事故を防いだ！

屋側配線脱落による欠相事故を未然に防止！屋側配線脱落による欠相事故を未然に防止！

点 検 対 象 商店 点 検 地 区 大空町

きらりポイント

■事故概要と防止対策

■技術者からのワンポイントアドバイス

４年に１回の定期調査で屋外電気設備点検の際に、三相動力用の屋側配
線※が支持具の劣化により脱落しているのを発見しました。

　脱落しているケーブルが接続されている屋外開閉器ボックスを確認すると、刃型開閉器の２次側赤相の線が接続部
から抜け落ちていました。原因は、脱落したケーブルの重みによるものと考えられます。
　このままの状態で使用を続けると、設備の欠相運転になり、故障や火災の原因にもなるため電気工事業者による改修
をお願いしました。

本件では幸い負荷設備が動作していなかったので大事には至りませんでしたが、
屋側配線の脱落は比較的よく起こり得る設備不良であるため、重大事故につながる
事も念頭に置いて点検する必要があります。

北見支部　調査課
堀　秀徳

おく そく

屋側配線のようす 刃型開閉器

抜け落ちている配線

ケーブルの脱落

　※屋側配線…建物の外側面に固定して施設する配線。

協会インフォメーション
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ビジネスＥＸＰＯ 出展のようす

第三種電気主任技術者試験　電力（令和元年度）

　11月７日（木）、８日（金）の２日間、アクセスサッポロ（札幌市）にて「第３３回 ビジネスＥＸＰＯ」が開催され、来場者
数は過去最多の２１，７０３名となり、大盛況で幕を閉じました。
　弊協会では、「Ｅｎｅｒｖｉｓｓ」による省エネのご提案、地震時に役立つ感震ブレーカーと中性線欠相事象について摸
擬盤にてご紹介しました。さらに実際の事故機器を展示し、高圧機器の設備更新の重要性についてご説明をしまし
た。今年も多くの方にお立ち寄りいただき、アンケートのご回答や電気安全パンフレットをお配りして、電気の安全な
使い方についてPRしました。

　お客さまからのご要望があったことから、
電気主任技術者や電気工事士試験の中から
参考となる問題と解答を掲載いたします！

解答：誤った記述は（４）
解説：直接埋設式は、掘削した地面の溝にコンクリート製トラフなどの防護物を敷き並べて、防護物

内に電力ケーブルを引き入れてから埋設する方式です。この方式は、撤去や増設又は事故時
の復旧作業時に、全体を掘り起こすことになるため作業が大変になります。管路式や暗きょ
式と比較して作業性に劣るため、布設条数が１～３回線と少なく、増設計画もない地域で採用
されています。
したがって、（４）の「将来的な電力ケーブルの増設を計画しやすく」の説明が誤りとなります。

電験等の
　　試験問題と解説
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我が国の電力ケーブルの布設方式に関する記述として、
誤っているものを次の（１）～（５）のうちから一つ選べ。

（１）直接埋設式には、掘削した地面の溝に、コンクリート製トラフなどの防護物を敷き並べて、防護物内に電力ケーブル
を引き入れてから埋設する方式がある。

（２）管路式には、あらかじめ管路及びマンホールを埋設しておき、電力ケーブルをマンホールから管路に引き入れ、マン
ホール内で電力ケーブルを接続して布設する方式がある。

（３）暗きょ式には、地中に洞道を構築し、床上や棚上あるいはトラフ内に電力ケーブルを引き入れて布設する方式があ
る。電力、電話、ガス、上下水道などの地下埋設物を共同で収容するための共同溝に電力ケーブルを布設する方式も
暗きょ式に含まれる。

（４）直接埋設式は、管路式、暗きょ式と比較して、工事期間が短く、工事費が安い。そのため、将来的な電力ケーブルの増
設を計画しやすく、ケーブル線路内での事故発生に対して復旧が容易である。

（５）管路式、暗きょ式は、直接埋設式と比較して、電力ケーブル条数が多い場合適している。一方、管路式では、電力ケー
ブルを多条数布設すると送電容量が著しく低下する場合があり、その場合には電力ケーブルの熱放散が良好な暗
きょ式が採用される。

４色のカラフルなブース

Enervissのご説明 アンケートのお願い

事故設備のご説明 感震ブレーカー摸擬盤


